
 

 

 

 

≪参考資料≫ ウインターカップの選手権化について 

 

※2017 年度よりウインターカップを「全国高等学校バスケットボール選手権大会」に改編 

 

【現状(～2016 年度まで)】 

○インターハイ    ：「全国高等学校総合体育大会 兼全国高等学校バスケットボール選手権大会」 

○ウインターカップ ：「全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会」 

 

 

 

 

 

 

 

定義上、2016 年度までは、インターハイ優勝が「高校チャンピオン」の位置づけだが、 

開催時期や国際大会スケジュール(日本代表活動)等の影響もあり、必ずしも現状にマッチしていない。 

 

 

◆ウインターカップ選手権化の背景 

○高校 3 年生が高校生活の締めくくりとして出場できる大会である。 

○年度最後の全国大会で、また国際競技スケジュール(日本代表活動)とも重複しないため、 

チーム活動の集大成として年度チャンピオンを決めるにふさわしい大会である。 

○高校バスケットボール界において、実質的に「日本一」を決める大会としてすでに認知されており、 

高校バスケットボールファンからの注目度が最も高い大会である。 

 

 

ウインターカップを選手権化することにより、インターハイとともに高校バスケットボール界の 2 大大会と

する。 

「選手権大会」の名称をインターハイからウインターカップへと移すことで、 

ウインターカップを名実ともに高校バスケットボール界最高、かつ最大の大会として位置づけ、 

今後ますます発展させることが可能となる。 

「選手権大会」とは…… 最も優れた個人/チームを決めるために行われる大会や試合のこと。 

チャンピオンシップ大会。 

「選抜優勝大会」とは…… 規定による推薦を得たチームで優勝を決める大会。 

推薦方法等によっては、必ずしも、より強いチームが出場するとは限らない。 
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【大会名称の変更】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大会記録等について】 

○「全国高校選手権大会」の開催回数はインターハイ時代からの通算数を引き継ぎ、 

2017 年度大会を第 70 回大会とする。 

  ➣今年度のウインターカップ大会名称： 

    「ウインターカップ 2017 平成 29 年度 第 70 回全国高等学校バスケットボール選手権大会」 

 

○出場記録、優勝記録等の各記録については、ウインターカップ、インターハイそれぞれの歴史を 

踏まえ、ウインターカップ、インターハイの記録をそのまま引き継ぎ、加算カウントする。 

 

以上 

◆改編前(～2016 年度) 

「選手権」移行

◆改編後(2017 年度～) 


